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－名古屋・大曽根地域共生の街づくり構想に向けて－

  2025年３月２４日

社会福祉法人 共生福祉会

西尾弘之



わっぱの会とは

設立 1971年

趣旨・目的

 障害者差別をはじめとしたあらゆる差別や社会的排除をなくし

 誰もが共生・共働できる地域社会をつくる。

運営 会員制による共同運営 正会員 310名

法人組織 社会福祉法人 共生福祉会(1987年設立)

特定非営利活動法人 わっぱの会(2004年設立)

わっぱ企業組合(１９９０年設立・休眠中)

他に 一般社団法人等

規模 事業数 33事業

事業高 13億円



会の沿革

１９７１年 共同生活体誕生(わっぱの会のはじまり)

１９７７年 ふくえ共同作業所(自前の建物第1号)

１９８４年 無添加パン「わっぱん」誕生

１９８８年 ワークショップすずらん完成(社会福祉法人事業第1号)

１９９３年 障害者就労援助センターはじまる

１９９４年 生活援助ネットワークはじまる

２０００年 知多共働事業所・ひろばわっぱる完成

２００４年 NPO法人わっぱの会設立

２０１５年 仕事・暮らし自立サポートセンター大曽根開所

２０１８年 ソーネおおぞね誕生

２０２１年 ブリューパブ・ゆめわっぱんおおぞね・名城ラティス誕生

２０２３年 ミドゥムおおぞね開設





〒462-0810
名古屋市北区山田二丁目11番62号
           大曽根住宅1棟1階

TEL 052-910-1001(代) FAX 052-910-0018
お問い合わせMAIL info@sone-ozone.com

パンとみんなとしげんカフェ

https://sone-ozone.com/

ソーネおおぞね

https://sone-ozone.com/


[所有者] 
愛知県住宅供給公社

[所在地] 
名古屋市北区山田二丁目11-62

[構造]
鉄骨鉄筋コンクリート造 11階建

[建設年度]
昭和50年度

[賃貸住宅]
1・2号棟 240戸/3・4号棟 240戸

[賃貸店舗]
・大型店舗 １店舗(982.29㎡)
・賃貸施設Ａ１店舗( 49.95㎡）
・小型店舗 ５店舗( 88.80㎡）

大曽根団地



ソーネおおぞね 全景



愛知県公社住宅「大曽根住宅」(480戸) 内スーパー跡地(1,000㎡)に誕生

地域総合交流拠点として

①しげん 20種類以上の資源買取りセンター

②カフェ  モーニングから夜までのカフェレストラン

③ショップ わっぱん・有機野菜などの販売

④みんなのわ 障害者事業所の共同受注・販売センター

⑤ホール 市民のフリースペース・イベント開催

⑥相談 ソーネ居住支援センターを中心とする駆け込み所

⑦リサイクルショップ 資源の中のリユース品の販売

ソーネおおぞねの誕生



(1)社会的事業所の創出

障害ある人、生活困窮の人、地域の高齢者など働きたい様々な人々

と共に働く場をつくること

(2)差別排除をなくす

その働きの場が日常的な地域住民とのふれあいの中にあることで、

人と人との交流を通じて、差別や社会的排除をなくしていくこと

(3)真の地域共生社会づくりの拠点

この場全体が地域住民の交流の場となるとともに、地域住民の主体

的参加を生み出していくことで、真の地域共生社会づくりの拠点となる

こと

事業の目的



ソーネおおぞねの取組み

(1)キッズカフェ＆ショップ(２０１８年～)
地域の子ども達(５歳～小６)に呼び掛けてソーネで一日仕事を体験し、ソーネ券をもらってホール で遊ぶ。

(2)ソーネみんなでごはん(２０１８年～)
ソーネの定休日に地域の子ども・高齢者が参加する食堂。現在月1回550～600食の弁当を配る。

(3)ソーネ夏祭り(２０１９年～)
大曽根住宅自治会の夏祭りと共同で開催。自治会はビール、ソーネはお化け屋敷やスタンプラリーが人気

(4)ソーネ基金(２０１９年～)
生活に困っている方に緊急小口資金を格付け生活支援につなげる基金
コロナ感染拡大の影響で動きが進んでいないが、貸付資金及び仕組みを準備中

(5)生ゴミリサイクル(２０２０年～)
家庭の生ゴミを段ボールやコンポストで発酵させ、ソーネで堆肥化する。100世帯が協力

(6)杉本賞ソーネ子ども将棋大会(２０２１年～)（藤井聡太の恩師）
杉本昌隆八段の協力で、小学生を対象として杉本賞の楯を賞品 奨励会員よる指導対局も実施

(7)ソーネみんなでお勉強+お楽しみ！(２０２１年～)
地域の小学生の勉強を応援する。食糧支援も合わせて行う。月2回実施



1971年 共同生活体づくり始まる(現在15住居・約70名)

1984年 生活援助ネットワーク(居宅介護)

2004年 障害者基幹相談支援センター

2015年 名古屋市 仕事・暮らし自立サポートセンター大曽根

(生活困窮者への居住支援)

2018年6月  居住支援法人の指定を受ける

2018年9月  ソーネ居住支援センター始まる

わっぱの会における居住支援の流れ

2023年5月 ミドゥムおおぞね入居開始



生活困窮者支援



わっぱの会が50年以上かけてきた

地域共生型居住支援事業



支援住宅事業 : セーフティネット住宅



支援住宅事業 : サブリース事業(ドール堀田)



支援住宅事業 : アシェル八事（女子学生寮）

新型コロナウイルス対応緊急支援助成

『コロナ禍の住宅困窮者支援事業』で物件を購入

ここは名古屋でも有数の大学や専門学校が多くある文教

地区。この地域にお住いの皆様のご理解とご協力をいた

だきながら、就学や学業継続のために住居に困難をきた

す学生を支援する学生寮を作っていこうと思っています。

地下１階付地上2階建 鉄筋コンクリート造

土地面積 ２６７．７６㎡（８０．９９坪）

延床面積 ３１４．７４㎡（９５．２０坪）

築年月 平成８年４月

【居   室】・洋室(ワンルーム：１５戸)

       各室：風呂・トイレ、自炊設備、簡易ベット付

       ・和室(６畳１戸)

【その他】食堂１カ所  厨房１カ所

                  ランドリーコーナー １カ所

名古屋市昭和区広路町松風園

名古屋市営地下鉄鶴舞線「八事」駅 より徒歩１０分



住宅団地再生を軸とした地域社会再創造事業

地域総合交流拠点「ソーネおおぞね」を活用し

：愛知県住宅供給公社



ミドゥムおおぞね



地域総合交流拠点「ソーネおおぞね」を活用し、住宅団地再生を軸とした地域社会再創造事業

ミドゥムおおぞね （総戸数 70戸）

ソーネ

ホール



ソーネおおぞねの機能

ソーネおおぞね

（ダイニングカフェ・ショップ・ホール）

ソーネしげん

ソーネリサイクルショップ総合相談（ソーネ居住支援センター）



ソーネおおぞねのイベント

周年イベント
手品ショー

手品ショー

ハロインイベント
クリスマス＆餅つき



ソーネおおぞねの風景

ボルタリング

キッズコーナー

周年イベント（プロレスリング）

周年イベント（ドクターイエロー）

こいのぼりを見ながらレスリング



ソーネおおぞねの風景

イベント時にポニーの乗馬

団地夏祭りにソーネ夜市 イベント時にやぎさん

ソーネダイニングカフェ



ミドゥムおおぞね事業種別整備戸数 総合計 70戸

共生住宅

1　棟 2　棟
111 112 113 114 115 116 117 118 119 1110 1111 1112 111 112 113 114 115 116 117 118 119 1110 1111 1112

101 102 103 104 105 106 107 108 109 1010 1011 1012 101 102 103 104 105 106 107 108 109 1010 1011 1012

91 92 93 94 95 96 97 98 99 910 911 912 91 92 93 94 95 96 97 98 99 910 911 912

81 82 83 84 85 86 87 88 89 810 811 812 81 82 83 84 85 86 87 88 89 810 811 812

71 72 73 74 75 76 77 78 79 710 711 712 71 72 73 74 75 76 77 78 79 710 711 712

61 62 63 64 65 66 67 68 69 610 611 612 61 62 63 64 65 66 67 68 69 610 611 612

51 52 53 54 55 56 57 58 59 510 511 512 51 52 53 54 55 56 57 58 59 510 511 512

41 42 43 44 54 46 47 48 49 410 411 412 41 42 43 44 54 46 47 48 49 410 411 412

31 32 33 34 53 36 37 38 39 310 311 312 31 32 33 34 53 36 37 38 39 310 311 312

21 22 23 24 25 26 27 28 29 210 211 212 21 22 23 24 25 26 27 28 29 210 211 212

ゆいま～る 居住支援 石原美容 リサイクル 受水槽

3　棟 4　棟
111 112 113 114 115 116 117 118 119 1110 1111 1112 111 112 113 114 115 116 117 118 119 1110 1111 1112

101 102 103 104 105 106 107 108 109 1010 1011 1012 101 102 103 104 105 106 107 108 109 1010 1011 1012

91 92 93 94 95 96 97 98 99 910 911 912 91 92 93 94 95 96 97 98 99 910 911 912

81 82 83 84 85 86 87 88 89 810 811 812 81 82 83 84 85 86 87 88 89 810 811 812

71 72 73 74 75 76 77 78 79 710 711 712 71 72 73 74 75 76 77 78 79 710 711 712

61 62 63 64 65 66 67 68 69 610 611 612 61 62 63 64 65 66 67 68 69 610 611 612

51 52 53 54 55 56 57 58 59 510 511 512 51 52 53 54 55 56 57 58 59 510 511 512

41 42 43 44 54 46 47 48 49 410 411 412 41 42 43 44 45 46 47 48 49 410 411 412

31 32 33 34 53 36 37 38 39 310 311 312 31 32 33 34 35 36 37 38 39 310 311 312

21 22 23 24 25 26 27 28 29 210 211 212 21 22 23 24 25 26 27 28 29 210 211 212

自転車 倉庫 受水槽電気室 自転車置き場

自転車置き場

集会室

ソーネおおぞね

自転車置き場 自転車置き場

20250322

ソーネおおぞね あったか 電気室

障害者住宅 シェアハウス

高齢者住宅サ高住フロント

GH共用リビング

1戸

1戸

19戸

15戸 １２

31戸

3戸



高齢者住宅・障害者住宅・共生住宅の改修予算の考え方

１．計画の基本方針

１）空き家対策事業の一環とし団地再生を行う

２）事業テーマ：地域総合交流拠点「ソーネおおぞね」を活用して

住宅団地再生を軸とした地域社会再生創造事業

３）事業者提案型で応募（人生１００年時代を支える住まい環境整備モデル事業）

２．具体的な事業費の考え方

１）人生１００年時代を支える住まい環境整備モデル事業

２）住まい環境整備モデル事業の補助金

対象工事費の2／３かつ３００万円／戸

したがって、今回の工事費目標を４５０万円／戸とした。



ミドゥムおおぞねの住形態

１．障害者住宅

１）グループホーム

２）2戸Ⅰ：（1室 一人＋LDK）（2室＋居間）

３）共有リビング

２．共生住宅（セーフティネット住宅が出来ない）

１）社宅：サ高住の緊急対応待機者

２）シェアハウス：外国人向け4人/1戸（家賃15,000/人）

３）障害者住宅：（一人住まい）・（2戸Ⅰ3人住まい）・（2人住まい）

３．高齢者住宅

１）サービス付き高齢者向き住宅

２）サ高住フロント



高齢者住宅の改修前・後

大曽根住宅既存住戸・改修前 高齢者住宅・改修後
分散型サービス付き高齢者向け住宅

14帖



高齢者住宅・障害者住宅・共生住宅の改修

障害者住宅 高齢者住宅 共生住宅（シェアハウス） 共生住宅（社宅）



ミドゥムおおぞねの居室改修：高齢者住宅

LDK改修

廊下側居室改修

洗面・洗濯トイレ

浴室改修

洗面・洗濯トイレ

賃料をより安く設定し福祉支援を求

める人たちに利用頂くことを目的とする



高齢者住宅・障害者住宅・共生住宅の改修 LDK

竣工当初のDK

公社改修住宅

LDK改修



高齢者住宅・障害者住宅・共生住宅の改修 個室

既存住宅

既存公社改修住宅 個室改修後



高齢者住宅・障害者住宅・共生住宅の改修 トイレ・洗濯機置き場

竣工当初トイレ

公社改修
洗面・トイレ・洗濯機置き場改修



高齢者住宅・障害者住宅・共生住宅の改修 台所

台所既存

台所改修



高齢者住宅・障害者住宅・共生住宅の改修 浴室

竣工当初の浴室

公社改修の浴室 浴室改修



ミドゥムおおぞねの運営

し

サ高住
障害者住宅

グループホーム
社宅

大曽根住宅居住者

警備会社
支援員

世話人

①緊急通報

②緊急通報連絡

③緊急対応

フ
ロ
ン
ト
相
談
委
員

フロント相談員

支
援
員
・世
話
人

大曽根住宅

ミドゥムおおぞね



ミドゥムおおぞねの運営と活用

１．ミドゥムおおぞねの運営

１）オープンな運営

団地の住民の人に働いてもらうことにより、どんな運営、どんな人が

住んでいるかが団地の住民に対してオープンになる 

２）ミドゥムおおぞねの一体運営

高齢者住宅、障害者住宅、共生住宅の一体運営を行うことにより情報

の共有が出来、団地生活（自治会対応含め）がスムースにいく。さらに、

入居者間の相互協力も生まれている

２．高齢者住宅、障害者住宅、共生住宅の活用

親が障害者の子供離れが出来ないとしても、親が先に亡くなった時の

不安がある。高齢者住宅に障害者と住んで、時期を見て障害者住宅に

子供が住むことによって自立が進む。さらに、場合によっては子供が

働くことも可能になる



周辺地域への安否確認と緊急対応構想 ２-１

ミドゥムおおぞね

 安否確認・緊急対応

 相談

大曽根住宅

大曽根住宅から例えば１００メートル圏

 警備会社

B：緊急通報連絡

②緊急通報連絡



周辺地域への安否確認と緊急対応構想 ２-２

ミドゥムおおぞね

サ高住対応

大曽根住宅居住者

緊急対応希望者

地域周辺住民

緊急対応希望者

ミドゥムおおぞね

  居住者

大曽根住宅居住者

 ６０歳以上の高齢者

地域住民

 地域に拠点を設け展開

地域住民

 ６０歳以上の高齢者



御清聴ありがとうございました。
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